
野間岳の自然

植物

概 況
大 野 照 好

野間岳は海抜591.1m,薩摩半島西南部の野間半島に突出する麗峰である。山腹の海抜約380

m附近に野間神社が建立されており，古くから信仰の山とされてきた。

1．山麓部

急峻な野間岳から噴出した溶岩が海に迫り，海岸は岩崖地となっているところが多い。黒潮

の影響を強く受けており，南方亜熱帯性の植物の自生も多く見られる。特に笠沙町赤生木地区

清水のヘゴの自生地はヘゴ自生北限地帯として1926年に薩摩郡里村・上甑村・下甑村，肝付郡

根占町・内之浦町とともに国の天然記念物に指定されている。この他に黒瀬一帯にはヘゴの自

生地があり，民家に移植されて生育しているのもあり,1974年笠沙町が天然記念物として指定

した自生地もある。海岸の岩崖地や岩隙地にはサツマノギク，ホソバワダン，ボタンボウフウ，
ハマボッス，ヒメハマナデシコ，ハマナタマメ，ススキなどが混生するサツマノギクーホソバ

ワダン群集が発達している。サツマノギクは薩摩半島西南海岸や甑島などに自生するキク科の

植物である。トベラやシャリンバイ，ネズミモチ，ハマヒサカキなどの混生する海岸風衝低木

群落の中にキイレツチトリモチの寄生も見られる。原野にはノアサガオが自生し，野間岬には

カシワが野性化している。アコウの自生する海岸地帯はアコウの他にタブノキやフカノキ，モ

クタチバナ，ギヨクシンカ，オオイワヒトデ，フウトウカズラ，アオノクマタケラン，キジョ

ラン，ノシランなどによって構成される最も亜熱帯的な森林群落の特徴を示しているアコウー

タブ群落となっている。谷沿いの過湿地にはショウベンノキやバクチノキ，リュウビンタイな
ども生育している。

2．中腹部

海岸山麓地帯のアコウータブ群落に続く中腹部にかけてはタブ群落やスダジイ群落が発達し

ている。野間神社々 林は典型的なタブ群落である。高木層にはタブノキの他にヤブニッケイや

コバンモチ，アラカシなどが混生している。亜高木層はホソバタブ，ショウベンノキ，サザン

カ，夕イミンタチバナ，オガタマノキ，ヤブツバキ，サカキ，クロガネモチ，シキミ，カゴノ

キなどが優占している。また，ヒゼンマユミの自生も見られる。低木層はギョクシンカ，モク

タチバナ，コウシュウウヤク，イズセンリョウ，イヌガシ，ヒサカキ，ネズミモチなどの優占

度が高く，草本層はカツモウイノデ，ヒメアリドオシ，コバノカナワラビの優占度が極めて高

く，フウトウカズラ，ハナミョウガ，フユイチゴ，サツマサンキライ，アオノクマタケランな

どが混生している。このような群落の構成からみてバクチノキ，ショウベンノキ，ノシラン，
アオノクマタケラン，モクタチバナを標微種とするムサシアブミータブ群集に包含される群落

であることがわかる。ムサシアブミータブ群集の成立する低山地の適潤な豊栄養地は農耕地と

して利用されていることが多く，自然林として残存する林分が極めて少ない。野間神社々林は

貴重なタブ林として「鹿児島のすぐれた自然」にもとりあげられている。

ムサシアブミータブ群集に続いてスダジイ群落となっているが，野間岳ではあまり特徴的で

ない。スダジイの他に高木層や亜高木層はヤブニッケイ，イスノキ，シロダモ，ヤブツバキ，
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タイミンタチバナ，ホソバタブ，タブノキなどが優占している。低木層はイヌガシ，イズセン

リヨウ，ハクサンボク，ヒサカキ，ネズミモチなどが優占し，草本層にはハナミョウガ，ヒメ

アリドオシ，フウトウカズラ，コバノカナワラビ，マルバベニシダ，フユイチゴ，テイカカズ

ラなどが優占している群落である。ミミズバイースダジイ群集の標微種群の中ミサオノキやル

リミノキを欠く林分であるが，各階層を構成する種群からみてミミズバイースダジイ群集に含

まれる群落であると判定される。

稜線に沿った急傾斜地にはシヤリンバイ，トベラ，カンコノキ，サザンカ，ヒサカキなどに

よって構成される風衝低木群落が発達している。南方系のコクテンギやアラゲサクラツツジの

自生も多く見られる。コクテンギもアラゲサクラツツジ（通称ノマッッジ）の両種とも町木と

して指定されている。また，スダジイの根にはヤッコソウの寄生も認められている。

3．山頂部

野間岳の海抜約500mあたりから頂上にかけては険しい岩崖になっている。急峻な岩崖地で

山頂部のため風衝は強く，林内は乾燥化して貧栄養状態のため樹木は倭小化し，単純な林相と

なっている。やや緩傾斜の鞍部には樹高12mほどに生長した群落も発達している。

山頂帯の大部分はイスノキ群落となっている。高木層はイスノキの優占率が高く，シキミ，

サザンカ，アカガシ，スダジイ，サカキなどが混生している。亜高木層にはヤブツバキ，タイ

ミンタチバナ，サザンカ，イスノキなどが優占しており，低木層にはイヌガシ，イズセンリヨ

ウが優占し，クロキ，モクレイシ，ハクサンボク，ヒサカキ，ネズミモチなどが生育している。

草本層はハナミョウガ，ミヤマノコギリシダ，ツワブキ，ツルコウジ，ジヤノヒゲ，ヒメアリ

ドオシ，マルバベニシダ，キジノオシダ，フユイチゴ，コバノカナワラビ，キッコウハダマな

どが生育している。林内にはキンチヤクアオイも生育している。この群落は鹿児島県下に広く

分布するイスノキーウラジロガシ群集（イスノキーシキミ群集）に含まれる群落であるがウラ

ジロガシを欠いている。群集の標微種としてバリバリノキ，ハイノキ，サンゴジユ，イスノキ

などがあげられている。

イスノキーウラジロガシ群集に接する乾性的な斜面にヤブニッケイの優占する群落が発達し

ている。高木層にはヤブニッケイの他にタブノキ，ホソバタブ，ヤブツバキ，ヤマザクラ，イ

ヌガシなどが優占する群落高12mほどに生長した群落である。亜高木層はヤブツバキ，シキミ，

サザンカ，イスノキなどが優占している。低木層はイズセンリョウの優占度が極めて高く，ヤ

ブツバキやモクレイシ，サザンカ，ハクサンポクなどが混生している。草本層はマルバベニシ

ダ，ツワブキ，フモトシダ，ハナミョウガ，カツモウイノデ，コバノカナワラビなどが優占し

ている。この群落は乾燥貧栄養の斜面にヤブニッケイが優占するイスノキーウラジロガシ群集

の一亜型とみることができる。

山頂にはアカガシ，ヤブニッケイ，イスノキ，クロキ，トベラ，サザンカ，シヤリンバイ，

ハクサンボク，ヤブツバキ，ネズミモチ，夕イミンタチバナ，モクレイシ，サカキ，ヒサカキ，

シロダモ，ツルマサキ，ナワシログミなどの常緑広葉樹やヤマザクラ，カンコノキ，ケカマツ

カ，ハマクサギ，クサギ，ハゼノキ，アカメガシワなどの落葉広葉樹，ススキ，フユイチゴ，

カモジグサ，ヒトツバ，テイカカズラ，ツワブキ，ネズミノオ，ヨモギ，ナガバノキイチゴ，

マルバベニシダ，コゴメスゲ，ジヤノヒゲ，ササキビ，ハナミョウガ，コクランなどの草本類，

テイカカズラ，イタビカズラ，アケビ，アオツヅラフジ，サルトリイバラ，イワガラミ，ハス

ノハカズラ，スイカズラなどが生育している。
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植生調査結果

植生基本調査表

標高350m付近の野間神社下で，タブノキを高木層の

優占種とし，亜高木層にタブノキ，イタジイ，サンゴジュ

が占め，低木層にはキジョラン，サツマサンキライ，イ

ヌビワ，ヤブッバキ等が見られる。下草はホソバカナワ

ラビ，ハナミョウガ，ヘラシダ，フユイチゴ等である。
窪

ビ
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群落名

調査地

ムサシアブミータブノキ群集

笠沙町野間岳野間神社下

海抜350m

方位S
■■■■■■■■■■■

傾 斜8
◎

調査日 平成5年11月30日 調査者 立久井昭雄
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植生基本調査表

神社裏のタブノキ，イタジイを高木層の優占種とする

群落で，直径20cm内外の大きいものが多い。亜高木層に

はタイミンタチバナ，コバンモチ，ヤブツバキ等が見ら

れ，低木層にショウベンノキ，タイミンタチバナ，ホソ

バタブ，コバンモチの優占度が高い。草本層の発達が良

く，特にホソバカナワラビが多く，他にハナミョウガ，

カツモウイノデ，サツマイナモリ等が見られる。
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群落名

調査地

ムサシアブミータブノキ群集

笠沙町野間岳野間神社裏

海抜400m

方位一旦
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■
■
ｑ
口
■
Ⅱ
Ｉ
・
■
Ⅱ
Ｉ
■

ヒメアリドウシ
■
■
日
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ｉ
■

1
■
可
０
■
Ⅱ
ｑ
１
Ｉ
０
■

2

3 イスノキ
｜

｜
’

1
｜

｜
’

1 ヤブッバキ ＋
’
’
1

ホソバタブ
－
１
１

＋
１
１
１

イズセンリョウ
－
１
１

1
l
l
l

2

4 ヤブニッケイ
ｂ
■
』
■
Ⅱ
Ⅱ
一
Ⅱ
日
日
■

＋

ｂ
■
』
■
日
日
』
Ⅱ
日
日
■

イ ス ノ キ ＋ コバンモチ ＋

日
ｑ
口
■
Ⅱ
９
口
Ⅱ
Ⅱ
ｑ
■

フウトウカズラ
■
■
■
Ⅱ
Ｕ
■
Ⅱ
Ｕ
■

＋

5 アカガシ
１
１
１

十
－
１
１

サカキ
｜
｜
’
＋

l

l
l

イ スノキ
１
１
１

＋
１
１
１

ハナミョウガ
１
１
１

＋
’

’
1

6
’
二
Ⅱ
０
甲
ａ
■
且
Ｐ
■

■
甲
■
Ⅱ
Ⅱ
８
１
Ⅱ
■
■

ホソバタブ ＋ ヤブニッケイ
Ｄ
Ｕ
ａ
■
■
。
■
日
■
〃
■

十 カッモウイノデ ＋

7
１
１
１

－
１
１

ノキシノブ
l
l
l
＋

１
１
１

サザン力
１
１
１

十
｜
｜
’

コ バンモチ
｜
｜
’
十

－
１
１

8

■
９
０
■
■
■
０
■
■
０
■

』
■
■
■
曰
Ⅱ
９
ユ
■
■
■
■

キミ
、

ン 十

■
日
■
日
日
Ⅱ
。
■
日
日
■

カンザブロウノキ

国
■
■
』
■
■
Ｕ
《
■
■
■
■

十 サツマイナモリ
■
■
・
■
日
日
』
■
日
日
■

＋

■
■
■
Ⅱ
日
日
・
■
日
日
■

9
－
－
１

１
１
１

｜

｜
’

｜
｜
’

ギョクシンカ
－
１
１

＋
l

l
l

リュウビンタイ
－
１
１

＋
｜

｜
’

10

■
■
・
■
日
日
Ⅱ
日
日
■

■
日
０
日
０
・
■
Ⅱ
０
■

フウトウカズラ
１
１
１
口

十

日
日
日
日
９
口
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■

フ ユ イ チ ゴ
、
■
一
Ⅱ
Ⅱ
０
－
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■

＋

11
｜
｜
’

｜
｜
’

｜
｜
’

｜
｜
I

ヤ ブツバキ
－
１
１

十
｜
｜
’

キダチニンドウ ＋
｜

｜
’

12

■
■
■
』
■
Ⅱ
Ⅱ
。
■
Ⅱ
Ⅱ
■

０
ｐ
巳
■
日
日
・
■
Ⅱ
０
■

イタビカズ ラ

■
■
０
日
、
。
■
■
■
■

十 ツワブキ ＋

13
１
１
１

－
１
１

｜

｜
’

l

l
l

イ ヌビワ
１
１
１

＋
１
１
１

アカメガ ン ワ
I
l
l
＋

１
１
１

14

■
▽
▲
日
日
Ｄ
▲
０
６
９
■

■
■
Ｉ
日
日
口
Ⅱ
Ⅱ
ｑ
■

ー

ア イ カ カ ズ ラ ＋

日
■
・
■
日
日
・
■
日
日
■

力 ラ スウリ 十

■
日
■
日
日
■
口
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■

15
｜
｜
’

｜
｜
’

l
l
l

１
１
１

クロキ
－
１
１

十
－
１
１

１
１
１

｜
｜
’

16

ｂ
ｐ
■
Ⅱ
！
■
Ⅱ
Ⅱ
ｐ

■
ｐ
Ｐ
』
■
日
日
』
■
日
日
■

イヌガシ
■
■
１
日
Ｉ
■
Ｂ
■
。
■

＋

17
－
１
１

－
１
１

｜
｜
’

l

l
l

ミ ミズバイ
１
１
１

＋
’

’
1

｜

｜
I

I
l
l

18

Ｂ
Ｔ
■
■
■
９
０
■
■
。
■

ｐ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
空
Ⅱ
Ⅱ
０
■

日
■
Ｉ
日
日
・
■
日
日
■

■
■
日
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
■

ハクサンボク
■
■
▲
Ⅱ
Ⅱ
０
．
■
Ⅱ
０
■

＋

■
■
甲
』
Ⅱ
日
日
二
■
Ⅱ
Ⅱ
■

■
■
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
■
■

■
日
■
・
■
Ⅱ
０
Ⅱ
日
日
■

19
１
１
１

１
１
１

－
１
１

－
１
１

－
１
１

１
１
１

－
１
１

－
１
１

■
▽
■
■
■
Ｕ
■
■
８
■

■
ｑ
・
■
Ⅱ
０
８
日
■
■

■
ｑ
卓
■
日
日
口
■
Ⅱ
Ｉ
ｑ

■
■
■
』
■
Ⅱ
Ⅱ
。
■
日
日
■

■
■
日
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ｉ
■

■
■
■
Ｉ
日
日
・
■
Ⅱ
Ｉ
■

｜
｜
’

１
１
１

’
’
1

’

’
1

－
１
１

l

l
l

｜
｜
’

l
l
l



植生基本調査表

標高400m付近で，直径10cm以下のものが多く，また，

分枝したものも見られる。高木層はイタジイを優占種と

して，他にイスノキ，タブノキ，アカガシ等があり，亜

高木層にイスノキ，ヒサカキ，ヤブツバキ，タイミンタ

チバナ等がある。低木層はイタジイ，ヤブツバキ，ヒサ

カキ等で，下草はホソバカナワラビを中心に良く発達し

ている。

ク ナ

－92－

群落名

調査地

ミミズバイースダジイ群集

笠沙町野間岳

海抜400m

方位E40｡S
傾斜15

調査日 平成5年11月30日 調査者 立久井昭雄

溌
面
地
地
地
地状

識
平
凸
凹
台
扇

ア
イ
ウ
エ
オ
カ

部
部
譲
部
部
部

頂
根
繼
地

山
尾
蕊
沢
谷
低

１
２
３
４
５
６

風当強鱗弱

土壌ポド性,鶏蕊
赤，黄，黄褐色，アンド
グライ，擬ﾗｲ，沖積

非固岩屑，固岩屑

土湿乾,鐙,湿,過湿
階層 構造高 さ 植 被 率
B1高木層15m75%

B2亜高木層8m50%

S低木層 2m 40％

K苣本層 0.8m 10％

備考

調査面積10m×10m

･径10cm以下が多い

函
皿

６
２
１
１

枝
枝

分
分

本
本

５
２

イ
イ

》
ン
》
ン

タ
タ

イ
イ 28cm

B 1

種 名
被
度

群
度

B 2

l
l
l

種 名

l
l
l 被
度

■
■
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
０
１
Ｉ
Ｉ
■
■
■
■
ｑ
ｄ
ｌ
■
■

群
度

S

種 名
■
■
日
Ⅱ
０
■
Ⅱ
Ｕ
■

被
度

群
度

K

種 名
被
度

群
度

1 イタジイ
｜
｜
’

3
’
’
1

3 イスノキ
｜

｜
’

2
１
１
１

2 イタジイ
１
１
１

2
１
１
１

2 ホソバカナワラビ
｜
｜
’

2
l
l
l

2
2 イスノキ 1 1 ヒサカキ

ロ
ｑ
■
口
■
日
日
・
■
日
日
■

1
日
■
■
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ⅱ
■

2 ヤブッバキ
■
■
■
■
日
日
Ⅱ
日
日
■

2
■
日
■
■
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ｉ
■

1 フウトウカズラ 十

ロ
ｑ
ｑ
ａ
■
日
日
口
■
日
日
■

3 タブノキ
l
l
l

1
｜
｜
’

1 ヤブツバキ
１
１
１

1
’
’
1

1 ヒサカキ
｜

｜
’

1
l

l
l

1 ヒメアリドウシ
１
１
１

＋
－
１
１

4 アカガシ
■
■
日
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ⅱ
■

＋

■
■
ｑ
Ⅱ
日
日
１
日
０
■

タイミンタチバナ
■
■
■
１
日
Ｉ
。
■
日
日
■

1 1 ハクサンボク
Ｂ
ｒ
ｂ
Ｉ
Ｉ
ｈ
ｌ
Ｉ
ｐ

＋

■
ｑ
１
．
０
１
１
１
日
！
■

ハナミョウガ
日
ｑ
日
Ⅱ
１
日
Ⅱ
■
■

＋

■
■
ｌ
日
日
・
■
Ⅱ
Ⅱ
■

5 コバンモチ
－
１
１

＋
１
１
１ シ ロ ダ モ

１
１
１

＋
l

l
l

ホ ソ バ タ ブ
－
１
１

＋
１
１
１ タイミンタチバナ

１
１
１

＋
１
１
１

6 ヤマザク ラ 十 アラカシ
ロ
日
可
。
Ⅱ
！
■
Ⅱ
０
■

＋ イヌガシ
ｂ
■
』
■
日
日
』
■
日
日
Ｐ

＋ イヌビワ ＋

7 クロキ
｜
｜
’
＋

１
１
１

一

フー イカカズ ラ
－
１
１

＋
l
I
l

イ ヌビワ
１
１
１

十
I
l
l

ナ ギ ラ ン
１
１
１

＋
－
１
１

8
■
■
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ⅱ
■

■
■
旧
』
Ⅱ
Ⅱ
０
１
日
日
■

■
■
守
▲
■
日
日
“
■
Ⅱ
ｇ
■

サカキ
■
■
▼
▲
■
日
日
▲
■
日
日
■

＋ ナガバジャノヒゲ
■
■
日
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ｉ
■

＋

■
■
Ｆ
』
Ⅱ
日
日
▲
Ｑ
日
日
■

9
’

’
1

１
１
１

１
１
１

－
１
１

ｌ
ｌ
ｌ

l

l
l

イズセンリョウ
｜
｜
’
十

１
１
１

10
１
１
１
日

１
１
１
日

■
０
■
・
■
日
日
・
■
Ⅱ
０
■

日
■
二
■
Ⅱ
０
．
■
日
日
■

国
■
■
一
■
■
、
』
■
■
■
■

ツワブキ
ｐ
ｑ
ｑ
ｄ
ｌ
ｑ
ａ
■
日
日
■

＋

ご
■
■
Ｉ
日
日
・
■
日
日
■

11
－
１
１

l
l
l

l

l
l

｜

｜
’

１
１
１ ビナンカズ ラ

－
１
１

＋
l

l
l

12
０
■
１
０
０
口
■
日
日
■

０
■
二
■
日
日
Ｉ
日
日
■

国
■
。
■
Ⅱ
８
■
Ⅱ
■
■

コウシュウウヤク
■
■
■
日
Ⅱ
１
日
Ⅱ
０
■

＋
13

I
l
l

１
１
１

｜
｜
’

１
１
１

１
１
１

－
１
１ シロダモ

１
１
１

＋
－
１
１

14
■
▽
■
■
０
■
■
０
■

■
Ｕ
今
■
■
ｇ
■
■
■
０
■

カッモウイノデ ＋
15

l

l
l

l
l
l

l
l
l

｜
｜
’

１
－
１

１
１
１ アオノクマタケラン

｜
｜
’
＋

｜

｜
’

16
０
■
日
日
■
・
■
Ⅱ
Ｉ
■

■
■
■
・
■
日
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■

■
■
一
■
■
■
一
■
■
■
■

国
■
■
■
Ⅱ
ｐ
■
Ⅱ
Ｐ
■

サルトリイバラ 十

ロ
０
■
・
■
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
日
日
■

17
｜
｜
’

l

l
l

l

l
l

l

l
l

１
１
１

１
１
１ フユイチゴ

－
１
１

＋
｜
｜
I

■
■
二
■
日
日
』
■
■
０
■

ｐ
０
１
ｄ
ｌ
０
８
日
日
■

●
ロ
ム
■
■
■
一
■
■
日
■

凸
司
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■
Ｐ

■
■
■
・
■
日
日
・
■
日
日
■

■
０
１
．
Ｎ
Ⅱ
８
０
Ⅱ
■
■１

１
１

１
１
１

１
１
１

－
１
１

－
１
１

１
１
１

１
１
１

－
１
１

ｐ
０
ｑ
ｄ
■
Ⅱ
■
口
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■

■
■
日
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
Ｉ
■

■
■
・
■
日
日
・
■
日
日
■

１
１
１
■

■
■
』
Ⅱ
Ⅱ
０
．
■
■
８
■

０
■
０
．
１
守
自
Ⅱ
１
■

０
１
１
日
１
１
日
ｑ
■

■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
日
■１

１
１

－
１
１

１
１
１

１
１
１

１
１
１

－
１
１

１
１
１

１
１
１



植 生基本調 査表

標高500m付近で，高木層はイタジイを中心にアカガ

シもだいぶ入っている。亜高木層はヤブツバキ，ヒサカ

キ，イスノキ，シキミなどで，低木層はイスノキ，ハク

サンボク，ツルグミ，イヌガシ等で，下草の発達がとく

に良く，ホソバカナワラビ，コバノカナワラビ，ハナミョ

ウガ等が地面をおおっている。

鰯

ビ

｡

－93－

群落名

調査地

ミミズバイースダジイ群集

笠沙町野間岳

海抜500m

方位N25｡S
傾斜15

調査日 平成5年11月30日 調査者 立久井昭雄

灘
面
地
地
地
地状

識
平
凸
凹
台
扇

ア
イ
ウ
エ
オ
カ

部
部
部
部
部
部

頂
根
腹
地

山
尾
中
沢
谷
低

１
２
３
４
５
６

風当織中弱

土壌ポド性 議鵜
赤，黄，黄褐色，アンド
グライ，擬ﾗｲ，沖積

非固岩屑，固岩屑

土湿乾,識,湿,過湿
階層構造高さ植被率

B1高 木 層 8 m70%

層
層

鮴
木

亜
低

Ｂ
Ｓ

5 m 50％

2m 30％

K草本層 0.5m 90％

備考

調査面積10m×10m

B 1

種 名
■
ｒ
《
■
■
９
０
■
■
▽
■

被
度

群
度

B 2

種 名

被
度

群
度

S

種 名

被
度

群
度

K

種 名

被
度

群
度

1 イタジイ
１
１
１

2
－
１
１

2 ヤブッバキ
｜
｜
’

2
｜
｜
’

1 イスノキ
｜

｜
’
十

l
l
l

ホソバカナワラビ 2
｜
｜
’

2

2 ア カガシ
■
■
■
▲
■
■
■
・
■
■
ｇ
■

1 1 ヒサカキ ＋ ハクサンボク 十 コバノカナワラビ 十 2

3 イスノキ
｜
｜
’
十

１
１
１

1 イスノキ
｜
｜
’
＋

l
l
l

ツ ルグミ
｜

｜
’
＋

l
l
l

イズセンリョウ
｜
｜
’
十

l
l
l

2

4 ン キミ
Ｂ
ｒ
巳
■
日
日
且
日
日
，
■

＋

■
■
一
■
■
Ｕ
・
Ｂ
８
ｇ
■

キミ
、

ン 十 オオバウマノスズクサ
■
■
■
二
■
Ⅱ
Ⅱ
１
日
０
■

＋ ツルコウジ ＋

5 ヤブニッケイ
－
－
１

十
１
１
１

タ ブ ノ キ
－
１
１

十
－
１
１

イヌガシ
－
１
１

＋
－
１
１

ハナミョウガ
｜
｜
’
＋

l

l
l

6
■
■
且
日
日
Ｐ
巳
■
日
日
■

ｂ
ｒ
ｌ
Ⅱ
０
１
日
ｌ
■

ハマクサギ
■
■
Ｉ
日
日
・
■
日
日
■

＋

■
■
・
■
日
日
・
■
日
日
■

ヤブニッケイ
ｂ
■
一
Ⅱ
Ⅱ
０
■
■
■
■
ｐ
■

＋

■
■
口
■
日
日
口
■
日
日
■

ヒメアリドウシ

■
ｐ
ｐ
』
■
Ⅱ
Ⅱ
皇
■
日
日
■

＋

7
－
１
１

｜

｜
’

イ ヌガシ
－
１
１

＋
－
１
１

タブノキ
－
１
１

十
l
l
l

ツ ワブキ
－
１
１

十
l

l
l

8
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
■

■
■
■
Ｉ
Ⅱ
■
・
■
Ⅱ
■
■

ヤマザク ラ 十 ヤツ デ

画
■
■
▲
■
■
。
。
■
Ⅱ
０
■

十 ハマクサギ
■
■
”
一
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
ｒ
■

十

9
－
１
１

－
１
１ サザン力

I
l
l
＋

｜

｜
’

サ カキ
｜
｜
’
十

l

l
l

キンチャクアオイ 十
l

l
l

10
０
Ｕ
・
■
Ⅲ
早
凸
日
日
？
■

■
■
Ｕ
・
■
Ⅱ
■
Ｉ
Ⅱ
■
■

■
■
Ｆ
』
■
Ⅱ
Ⅱ
１
日
Ⅱ
■

オオムラサキシキブ 十 オオムラサキシキブ 十

11
１
－
１

１
１
１

－
１
１

｜
｜
’

ミ ミズバイ
－
１
１

十 イヌガシ
I
l
l
＋

l
l
l

12
■
ｐ
■
Ⅱ
！
■
Ⅱ
！
■

■
■
一
■
■
９
日
一
日
■
■

■
■
日
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ｉ
■

ネズミモチ
■
■
《
■
１
日
■
■
■
９
■

＋ シロダモ ＋

13
－
１
１

１
１
１

｜

｜
’

１
１
１

｜

｜
’

ビナンカズ ラ
－
１
１

十
－
１
１

14
■
■
Ⅱ
日
日
と
■
Ⅱ
Ⅱ
■

■
■
・
■
日
日
』
■
日
日
■

アマチャヅル
■
■
■
・
■
日
日
・
■
日
日
■

十

日
日
・
■
日
日
・
■
Ⅱ
Ｉ
■

15
１
１
１

１
１
１

’

’
1

’
’
1

｜
｜
’

l
l
l

カッモウイノデ
１
１
１

十
－
１
１

16
、
ご
白
日
８
■
８
８
■

ｐ
■
国
■
日
日
一
■
Ⅱ
Ⅱ
画

フウトウカズラ ＋

17
１
１
１

－
１
１

l

l
l

｜
｜
’

｜

｜
’

l

l
l

キ ミ
、

ン ＋
’

’
1

18

■
Ｆ
ｑ
８
日
日
畠
Ⅱ
Ⅱ
９
■

■
■
日
日
■
・
■
日
日
■

コ ヤ ブ ラ ン ＋

19
－
１
１

１
１
１

－
１
１

１
１
１

１
１
１

１
１
１

フユイチゴ
l

l
l

十
｜

｜
’

20
■
■
日
日
Ⅱ
二
■
日
日
■

■
■
当
■
日
日
・
■
日
日
■

日
■
・
■
日
日
口
■
日
日
■

日
ｑ
日
日
■
１
日
１
■

チ ヂ ミ ザ サ ＋

■
■
Ｉ
日
日
１
日
Ｉ
■

21
１
１
１

｜
｜
’

’

’
1

’

’
1

l

l
l

l
l
l

マ ムシグサ 十
１
１
１

22 アカガ ン ＋

■
ｑ
１
日
Ｉ
・
■
Ⅱ
ｑ
■

23
’

’
1

’

’
1

｜
｜
’

カラスザンショウ ＋
１
１
１



植 生基本調査表

標高540m付近で，高木層にはイスノキ，アカガシ，

イタジイが多く，亜高木層にヤブツバキ，ヒサカキ，サ

ザンカ等が見られる。低木層はヒサカキ，シロダモ，タ

イミンタチバナ等で種類や本数が少なく見通しが良い。

下草はやや発達し，コバノカナワラビ，サツマイナモリ，

ツワブキ等を中心に種類が多い。

－94－

群落名

調査地

アカガシーミヤマシキミ群集

笠沙町野間岳

海抜540m

方位S
傾斜15

調査日 平成5年11月30日 調査者 立久井昭雄

癒
面
地
地
地
地犬１

熱
平
凸
凹
台
扇

ア
イ
ウ
エ
オ
カ

山頂部

尾根部

中腹部

沢部

谷部

低地部

１
２
３
４
５
６

風当強
-●4
..J

弱

土壌ポド性,鵜諜
赤，黄，黄褐色

ﾗｲ，擬ﾗｲ，

，アンド

沖積

非固岩屑，固岩屑

土湿乾,鍵,湿,過湿
階層構造高 さ 植 被 率

B1高木層11m70%

B2亜高木層8m50%

S低木層 4m 20%

K莨 本層 0．5m 40%

備考

調査面積10m×10m

･アカガシ10本分枝9～17cm

イタジイ8本分枝12～17cm

B 1

種 名
被
度

群
度

B 2

種 名
ｐ
ｑ
ｑ
１
Ｉ
０
ｄ
ｌ
Ｉ
国
■

被
度

群
度

S

種 名
■
■
二
■
日
日
・
■
日
日
■

被
度

群
度

K

種 名
■
日
』
Ⅱ
日
日
巳
Ⅱ
日
日
■

被
度

群
度

1 イスノキ
’

’
1

1
－
１
１

2 ヤブッバキ
１
１
１

1
１
１
１

1 ヒサカキ
｜
｜
’
十

l
l
l

コバノカナワラビ
｜

｜
’
＋

l

l
l

2 アカガシ 1
日
ｑ
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ｉ
■

1 ヒサカキ
■
可
１
日
Ｉ
ｌ
Ｈ
ｑ
■

1
■
■
・
■
日
日
口
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■

1 シロダモ ＋ サツマイナモリ ＋

3 イタジイ
１
１
１

1
l

l
l

1 サ ザ ン 力
’

’

1
十

l

l
l

タイミンタチバナ
｜

｜
’
＋

｜
｜
’

イズセンリョウ
１
１
１

＋
l

l
l

4 カンコノキ
画
■
Ｕ
凸
■
■
甲
■
■
■
■
■

＋ キダチニンドウ ＋ サカキ ＋ ツワブキ
画
■
■
▲
■
■
■
凸
■
■
Ｕ
■

＋
I

｜

’

5 タブノキ
１
－
１

十
l

l
l

ホ ソバタブ
l
l

l
＋

l

l
l

コ バンモチ
－
１
１

＋
－
１
１ カツモウイノデ

１
１
１

十
｜

｜
’

6 ム ベ

』
■
■
Ｉ
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
■

＋ キミ
、

ン ＋

ｂ
ｐ
皇
■
日
日
皇
■
日
日
Ｐ

ｂ
Ｉ
Ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｐ
■

イヌガシ 十

7
１
１
１ ビナンカズ ラ ＋

｜
｜

’

Ｉ
Ｉ
Ｌ

Ｉ
ｉ
ｌ フユイチゴ ＋

8
ｐ
Ｕ
二
日
Ⅱ
Ⅱ
日
日
■
■

一

ﾌー イカカズ ラ ＋

日
■
日
日
Ⅱ
』
■
Ⅱ
０
■

Ｕ
Ｆ
ａ
Ⅱ
■
■
■
■
■
■

コバノボタンヅル 十

9
１
１
１

l
l
l

｜

｜
’

l
l
l

１
１
１

１
１
１ ヤブッバキ

１
－
１

十
l
l
l

10
■
■
■
Ⅱ
日
日
・
■
日
日
■

画
■
マ
ユ
■
■
Ｕ
凸
■
■
■
■

■
■
ｌ
日
日
Ⅱ
日
日
■

ハナミョウガ
■
■
』
Ⅱ
日
日
Ⅱ
日
日
■

＋

11
－
１
１

｜

｜
’

l
l
l

’
’
1

１
１
１

－
１
１ ヤマノイモ

－
１
１

十
｜
｜
’

12
■
■
▽
凸
■
Ⅱ
９
０
Ⅱ
■
■

■
■
■
０
日
０
日
日
Ⅱ
■

マメズタ ＋

13
l

l
l

｜
｜
’

’
’
1

l
l
l

ｌ
ｌ
ｌ

｜

｜
’

イタビカズ ラ
｜
｜
’
＋

l
l
l

14
I

l

l

■
■
■
・
■
Ⅱ
０
．
■
日
日
■

アマクサギ ＋

15
l
l
l

l
l
l

｜

｜
I

－
１
１

｜

｜
’

ホ ソバタブ
l
l
l
十

’

’
1

16
■
■
■
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
！
■

ナガバジャノヒゲ
、
ｐ
巳
■
日
日
巳
日
日
ｐ
■

十

17
１
１
１

｜

｜
’

－
１
１

１
１
１ ヒメアリドウシ

－
１
１

＋
｜
｜
’

18
■
■
今
■
■
■
■
■
■
ｇ
■

■
■
・
■
日
日
』
■
Ⅱ
Ｆ
■

■
官
＆
■
■
Ｕ
』
■
■
■
■

ミヤマノコギリシダ
■
■
▲
■
■
■
．
。
■
■
，
■

＋

19
Ｉ
Ｉ
Ｌ

l

l
l

１
１
１

l

l
l

１
１
１

１
１
１ ビナンカズ ラ

１
１
１

十
｜

｜
’

20
■
■
。
●
■
Ⅱ
８
６
■
Ⅱ
Ｂ
■

■
■
Ｐ
日
日
■
』
■
日
日
■

！
■
６
０
９
６
９
ｆ
■

サルトリイバラ
画
■
▽
凸
■
■
■
一
▲
■
■
ｇ
■

＋

21
－
－
１

l

l
l

｜
｜
’

１
１
１

１
１
１

’

’
1



生基本調査表植

山頂近くのやや急な斜面で，高木層はイスノキ，アカ

ガシが優占し，亜高木層にヒサカキ，イスノキ，タイミ

ンタチバナ等が見られる。低木層は被度，群度共に小さ

くイヌガシ，ヤブニッケイが見られるだけである。下草

はベニシダ，ツワブキ，キッコウハグマ等である。

糖

－95－

群落名

調査地

アカガシミーヤマシキミ群集

笠沙町野間岳

海抜580m

方 位 S

傾斜_2Q
。

調査日 平成5年11月30日 調査者 立久井昭雄

議
面
地
地
地
地状

識
平
凸
凹
台
扇

ア
イ
ウ
エ
オ
カ

部
部
部
部
部
部

頂
根
腹
地

山
尾
中
沢
谷
低

１
２
３
４
５
６

風当
毎
■
●
６
●

簿藁 中 弱

土壌ポド性,議議
赤，黄，黄褐色，アンド

グライ，擬ﾗｲ，沖積

非固岩屑，固岩屑

土湿乾,鐘,湿,過湿
階層構 造高さ 植 被 率

B1高木層10m60%

B2亜高木層

S低木層

5m 20％

1.5m 10%

K 苣太層 0.4m 50％

備考

調査面積10m×10m

イスノキ3本分枝，アカガシ3本分枝

直径12cm程が最も多い
･岩礫地

B 1

種 名

被
度

群
度

B 2

種 名

被
度

群
度

S

種 名
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
ｑ
■
■
Ⅱ
ｑ
■

被
度

群
度

K

種 名

被
度

群
度

1 イスノキ
l
l
l

2
｜
｜
’

2 ヒサカキ
｜
｜
I
＋

’
1
1

イ ヌガシ
１
１
１

十 ツルコウジ
－
１
１

十
１
１
１

2 アカガシ 2 2 イ ス ノ キ ＋ ヤブニッケイ
■
９
日
■
■
●
■
■
■
■

十

■
■
一
■
■
■
ユ
■
■
Ｆ
■

タイミンタチバナ
■
Ｕ
▲
■
■
■
▲
■
■
■
■

＋

■
リ
ニ
■
■
■
▲
日
Ⅱ
■
■

3 イタジイ
｜
｜
’
十 タイミンタチバナ

｜
｜
’
十

l
l
l

－
－
１

ベ二シダ
１
１
１

十
｜
｜
’

4
■
ｐ
■
Ⅱ
！
■
Ⅱ
！
■

キミ
、

ン 十

I

｜

I

■
■
守
』
■
日
日
今
日
日
Ｕ
■

ツワブキ
０
Ｕ
凸
Ⅱ
日
■
０
８
■

十

5
１
１
１

－
１
１

モッ コ ク
l

l
I
十

l

l
l

’

’
1

｜
｜
’

イズセンリョウ
１
１
１

十
｜

｜
’

6
■
ｑ
１
日
ｑ
口
Ⅱ
Ⅱ
ｑ
■

ｐ
ｐ
Ｈ
Ⅱ
１
日
Ⅱ
！
■

イタジイ 十

■
■
ｈ
Ⅱ
０
日
Ⅱ
０
口

ヒメアリドウシ 十

7
｜
｜
’

－
１
１ サ ザ ン 力

｜

｜
’
十

｜
｜
’

｜
｜
’

－
１
１

キッコウハグマ
１
１
１

＋
－
１
１

8

８
■
■
■
０
■
■
Ⅱ
ｇ
■

ｂ
■
ｂ
Ⅱ
！
■
Ⅱ
８
Ｆ

ナガバジャノヒゲ
■
ｐ
■
』
■
日
日
』
■
日
日
”

＋

■
■
■
』
Ⅱ
Ⅱ
■
ロ
Ⅱ
Ⅱ
■
■

9
’

’
1

１
１
１

’
’
1

l
l
l

１
１
１

－
１
１

フ ユ イ チ ゴ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

＋
－
１
１

10

■
ｑ
卓
■
日
日
・
■
日
日
■

■
■
■
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
！
■

ナンバンキブシ
ｂ
■
』
■
日
日
』
Ⅱ
日
日
■

十

■
■
■
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ｉ
Ｆ

11
’
’
1

｜
｜
’

’

’
1

’
’
1

１
１
１

ｌ
ｌ
ｌ

マメヅタ
－
１
１

十
｜
｜
’

12

■
■
・
■
日
日
・
■
Ⅱ
１
弓

■
Ｆ
１
Ⅱ
ｇ
二
日
Ⅱ
■
■

キジノオシダ
■
■
ｌ
日
日
と
■
Ⅱ
Ⅱ
■

＋

■
■
吟
・
■
■
■
■
■
■
■
■

13
－
１
１

｜
｜
’

｜

｜
’

l
l
l

’

’
1

ン キ ミ 十
１
１
１

14
日
■
』
■
日
日
Ｉ
日
日
■

ミヤマノコギリシダ ＋

15
｜

｜
’

l

l
l

l
l
l

｜
｜
’

l

l
l

｜
｜
’

イ タビカズ ラ
’
’
1
＋

｜

｜
’

16
I

｜

’
ハナミョウガ ＋

17
｜

｜
’

｜
｜
’

｜
｜
’

｜
｜
’

｜
｜
’

１
１
１

カラスザンショウ
｜

｜
I
＋

－
－
１

18

■
■
Ｉ
日
日
・
■
日
日
■

■
■
田
・
■
日
日
Ⅱ
日
日
■

アマクサギ 十

■
■
Ⅱ
日
日
・
■
日
日
■

19
’
’
1

’
’
1

l

l
l

l
l
l

１
１
１

｜

｜
’

モ クレイシ
｜
｜
’
十

－
－
１

20
１
１
１
町

ご
■
ｑ
ｌ
Ｉ
ｑ
ｌ
Ｈ
ｑ
■

コンテ リギ 十

■
甲
・
■
日
日
１
日
０
■

21
’
’
1

｜
｜
’

１
１
Ｊ

l
l
l

｜
｜
’

｜
｜
’

l

l
l

－
１
１



植生基本調査表

山頂付近で，高木層はアカガシ，イスノキを主とし，

亜高木層はイスノキ，ヒサカキ，イタジイ等である。低

木層はやや発達しており，クロキ，ホソバタブ，イタジ

イ等で，下草にはツワブキ，キンチャクアオイ，ミヤマ

ノコギリシダ等が見られる。

ナ

－96－

群落名

調査地

アカガシーミヤマシキミ群集

笠沙町野間岳山頂部

海抜600m

方位E
－

個斜15

調査日 平成5年11月30日 調査者 立久井昭雄

蔵
面
地
地
地
地状

隷
平
凸
凹
台
扇

■
叩
■
６
③
や
③ア

イ
ウ
エ
オ
カ

溌蕊蕊
尾根部

中腹部

沢部

谷部

低地部

１
２
３
４
５
６

風当
６
日
■

露！ 中 弱

土 壌 ポ ド 性 ， 溌 隷

赤，
グライ

黄，黄褐色

擬ﾗｲ，

，アンド

沖積

非固岩屑，固岩屑

土湿乾,職湿,過湿
階層構造高さ植 被 率

B1 高 木 層 8m60%

B2亜高木層5m30%

S低木層 2m 20%

K苣本層 0.3m 10%

備考

調査面積10m×10m

･直径15cm以下がほとんど

･台風の影響で上部の葉が痛んでいる。

B I

種 名
被
度

群
度

B 2

種 名
被
度

群
度

S

種 名

被
度

群
度

K

種 名
被
度

群
度

1 イスノキ
l

l
l

1
１
１
１

1 イスノキ
l
l
l
＋

｜
｜
’

ク ロキ
｜

｜
’
＋

l
l
l

イズセンリョウ
l

l
l
＋

’
’
1

2 アカガシ 1

』
■
▽
■
Ⅳ
■
■
■
日
日
■

1 ヒサカキ ＋ ホ ソ バ タ ブ ＋

ｐ
０
ｑ
ｌ
日
日
Ｉ
日
日
■

イヌガシ ＋

3 モッコク
｜
｜
’
十

－
１
１ イタジイ

｜
｜
’
＋

’
’
1

イ タジイ
｜
｜
’
十

l
l
l

ツ ワブキ
’

’
1
十

１
１
１

4
ロ
■
１
１
Ⅱ
９
０
Ⅱ
■
■

■
■
■
Ⅱ
０
■
Ⅱ
０
■

ヤブニッケイ ＋ サザン力
■
ｑ
日
日
日
当
Ⅱ
日
日
■

＋ ヤブム ラ サキ ＋

■
■
ｑ
・
■
Ⅱ
９
口
■
日
日
■

5
１
１
１

－
１
１ サ カ キ

l
l
l
＋

｜

｜
’

モ クレイシ
－
１
１

十
l
l
l

キンチャクアオイ
｜
｜
’
十

－
１
１

6 ホソバタブ ＋ サカキ 十 ミヤマノコギリシダ ＋

7
1
1
1

’

’
1

｜
｜
’

l

l
l

マ メヅタ
’

’
1
十

l
l
l

コ ン
一

ブ． リギ
｜

｜
’
＋

’
’
1

8
国
■
■
一
■
日
日
一
■
日
日
口

■
■
日
日
■
Ｉ
日
日
■

タイミンタチバナ 十 ハクサンボク
宮
『
“
■
Ⅱ
８
１
日
０
回

＋

9
｜
｜
’

－
１
１

l
l
l

’
’
1

l
l
l

l

l
l

モ クレイシ
l
l
l
＋

｜
｜
’

10
ロ
０
日
Ｉ
■
０
１
日
Ｉ
■

■
■
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■
■

1

1

1 フ ユイチゴ 十

11
l

l
l

１
１
１

l
l
l

l
l
l

l

l
l

ナガバジャノヒゲ
｜

｜
’
＋

－
１
１

12
■
■
▼
▲
日
日
，
▲
■
■
０
■ タイミンタチバナ

■
■
ｑ
口
■
日
日
口
■
日
日
■

＋

■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
■
Ⅱ
Ⅱ
日
■

13
’

’
1

１
１
１

－
１
１

｜
｜
’

’

’
1

サツマイナモリ
l
l
l
十

－
１
１

14
■
■
甲
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
日
日
■

１
１
１
口 サルトリイバラ 十

15
－
１
１

｜

｜
’

l
l
l

｜
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昆虫

日程

調査者

内容

1993.卿.30(11:00～14:00)

江平憲治

野間岳登山口から山頂にかけて調査を行った。採集又は目撃した種類は次の通りであ

る。

種名目名 科名

セセリチヨウ科

シロチョウ科

シジミチョウ科

テングチョウ科

マダラチョウ科

タテハチョウ科

リ

セ
ミ
ハ
ウ

セ
ジ
ウ
ラ
テ
ヨ
タ
ブ

ジ
シ
ョ
ダ
ダ
ハ
チ
ツ
ゴ
ア

ン
ウ
キ
チ
マ
ハ
カ
テ
ケ
バ
ナ
ナ

モ
ヨ
サ
グ
ギ
テ
ア
タ
ガ
ブ
イ
ハ

チ
チ
ラ
ン
サ
ダ
メ
カ
シ
ン
チ
オ

イ
キ
ム
テ
ア
キ
ヒ
ア
イ
オ
ッ
オ

チョウ目

オンブバッタ科

バッタ科

ハナアブ科

バッタ目

ハエ目

考察：天候は曇時々晴れで，日だまりに成虫越冬の個体が時折見られる程度であった。

、

イシガケチョウ（タテハチョウ科）キタテハ（タテハチョウ科）
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鳥類

鮫島正道

野間岳は海抜591mあり，野間半島のほぼ全域を占める川辺郡笠沙町に位置する。野間岳は

この半島の西端付近にあり，山頂部はお椀をふせたような独特の形をしている。7合目付近に

野間岳神社があり，その境内裏にはタブノキやイスノキの林があり，ここから山頂部まで天然

林が広がっている。

野間岳の鳥類相について周年を通した調査はないが,1993.11.30に野間岳神社から山頂部

までの間をロードセンサス法による調査と，1993.12.1に登山道の第一展望所で1時間の定

位観察法による調査を行った。今回の調査の時期，回数だけでは不十分であるが，冬季の野間

岳における鳥類の概要を述べる。

調査時に出現した烏類目録

ワシタカ目FALCONIFORMES

ワシタカ科ACCIPITRIDAE

トビハ〃Uus77zIg7､α"s伽eα虹s(J.E.Gray)

ハト目COLUMBIFORMES

ハト科COLUMBIDAE

キジバトS"eptope"αo7je剛α"so7･je航α"s(Latham)

キツツキ目PICIFORMES

キツツキ科PICIDAE

キュウシュウコゲラDe"[かocOpos"zzJ""zzJ"(Temminck)

スズメ目PASSERIFORMES

ヒヨドリ科PYCNONOTIDAE

ヒヨドリ日ソpsjpetesamqz"､o娩α、αuγotis(Temminck)

ヒタキ科MUSCICAPIDAE

ジョウビタキPﾉBoe"icz"･IJsQz"．oγe皿saI"･o7･eIJs(Pallas)

シロハラ""､血spa"jcIzJsGmelin

ウグイスCe脱α伽加"eca伽α"s(Temminck&Schlegel)

エナガ科AEGITHAI｣IDAE

キュウシュウエナガAegitﾉ3qIoscQzJ血加s虎如sme"sjsKuroda

シジュウカラ科PARIDAE

ヤマカラPt〃IJSUa7･虹sua7､虹sTemminck&Schlegel

シジュウカラPq7wsmqjo7､〃zmor､Temminck&Schlegel

メジロ科ZOSTEROPIDAE

メジロZOster､opsJ叩omcajapo7zicqTemminck&Schlegel

ホオジロ科EMBERIZIDAE
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ミヤマホオジロEmbe7､Zz(zelega凡selegα"sTemminck

カラス科CORVIDAE

ヒュウカカケスGα〃〃IJsgla凡da7血s向如gaen,sjsMomiyama

ハシブトガラスCoFU"smq"oアノly7zc/zosﾉaPo7zG7zsjsBonaparte

上記の4目10科14種であった。

ロードセンサス法と定位観察法で観察された調査地域の烏類についての結果を表1，表2に

示した。

野間岳の調査時期の烏相は、1)生物（鳥類）季節phenology(その地方にすみ，あるいは

出現する鳥類の移動や繁殖の季節的な研究）の観点からみると，11種が留鳥で3種が冬鳥であっ

た。(2)鳥類個体群avianpopulation(その地方の鳥類の数量的および生産的な研究）の観点

からみると，ロードセンサス法の表1で，平均優占度はメジロが最も多く25％で，次いでキユ

ウシュウエナガ，ヒヨドリとなった。定位観察法の表2で，平均優占度はメジロが最も多く31

％で，次いでヒヨドリ，ハシブトガラスとなった。(3)鳥類群集birdcommunity(その地方

の鳥類の環境や相互関係）について述べると，森林鳥類群集といえる。

今回の調査で出現した烏類の中には，天然記念物とか「レッドデータブック」（日本の絶滅

のおそれのある野生生物）の掲載種などの特殊鳥類は含まれていない。
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表1ロードセンサス法により確認された調査地域の鳥類

観察時期('93,11/30)
種名 備考

総個体数 平均優占度

ガナ

エ
ス
ロ

ウ
ラ
ジ
キ
ラ

ュ
ガ
オ
タ
カ

シ
リ
ラ
ス
ト
ホ
ビ
ウ
ラ

ロ
ウ
ド
ガ
イ
ブ
マ
ウ
ラ
ユ
ハ

ジ
ユ
ョ
マ
グ
シ
ヤ
ヨ
ゲ
ジ
ビ
ロ

メ
キ
ヒ
ヤ
ウ
ハ
ミ
ジ
コ
シ
ト
シ

ー
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

留鳥

留鳥

留鳥

留鳥

留鳥

留烏

冬鳥

冬鳥

留鳥

留烏

留鳥

留鳥

３
０
６
４
４
４
３
３
２
２
１
１

１
１

24.53

18.87

11.32

7．55

7．55

7．55

5．66

5．66

3．77

3．77

1．89

1．89

12種 53個体

表2定位観察法により確認された調査地域の鳥類

観察時期('93,12／1）
種名 備考

総個体数 平均優占度

ス
ロ
ス

ラ
ジ
ラ
ケ

ガ
オ
カ
カ

リ
卜
８
ラ
ス
ホ
ウ
ラ
ト
ー
ガ

ロ
ド
ブ
ガ
イ
マ
ュ
ハ
ラ
バ
ウ

ジ
ョ
シ
マ
グ
ヤ
ジ
ビ
ロ
ゲ
ジ
ュ

メ
ヒ
ハ
ヤ
ウ
ミ
シ
ト
シ
コ
キ
ヒ

ー
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

５
１
７
３
２
２
２
２
２
１
１
１

１
１

留烏

留烏

留鳥

留鳥

留鳥

冬鳥

留烏

留鳥

留鳥

留鳥

留鳥

留鳥

30.61

22.45

14.29

6．12

4.08

4．08

4．08

4．08

4．08

2.04

2.04

2．04

12種 49個体
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地質

1地質概説

野間半島地域は，西南日本外帯の南西端に位置し，基盤を構成する野間岬変成岩類および

白亜系四万十層群，それらを不整合に礫岩層や古期火山岩類が覆い，それらの地層に貫入し

た薩摩半島花崗岩質岩類，さらに，それらを覆う南薩層群の火山岩類を主体とした新第三系

および火砕流堆積物を主体にした第四系から構成されている。

地 質概説

薩摩半島花崗岩質岩類の絶対年代

◆12=t2M.aK-Ar年代(SHIBATAetal.,1968)

◆14M.a フイッシヨントラック年代（通産省資源エネルギー庁，1985）

2野間岳

野間岳の山頂部はお椀を伏せたような独特の形をしており，野間半島の山地で最も高く，

海抜591mである。山体はこの付近の基盤をなす四万十層群を貫いて活動した安山岩類から

なる古い火山体である。
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地質時代 地層 岩 相

新
生
代

第
四
紀

第
三
紀
中
生
代

完新世

更新世

鮮新世

中新世

白亜紀

沖積層

入戸火砕流堆積物

阿多火砕流堆積物

南薩層群

薩摩半島花崗岩質岩類

古期火山岩類

礫岩類

四万十層群

野間岬変成岩類

礫，砂，泥

軽石凝灰岩（シラス）

溶結凝灰岩

輝石安山岩，角閃石安山岩など

花崗斑岩，石英斑岩など

輝石安山岩を主，凝灰岩等を挟む

四万十層群起源の礫

砂岩，けつ岩および砂岩・けつ岩の互層

片麻岩，角閃岩，グラニユライトなど



野間神社付近の普通角閃石両輝石安山岩のK-Ar法により年代は6.4士0.3M.aという値が

報告されている。（通産省資源エネルギー庁，1985）

野間岳登山道で見られる地質現象

野間神社駐車場そば：溶岩と凝灰角れき岩の境界がみられる。

駐車場の先の林道沿い：溶岩と凝灰角れき岩の境界がみられる。

野間神社裏：安山岩が風化しブロック状になっている。

第1展望所：転石がほとんどで，角閃石の7mm程度の結晶の見えるものや，流理構造の

見える安山岩がある。

540m地点：流理構造の見える大きな安山岩や滑らかな穴（一見おう穴ふう）のあいた

安山岩が観察される。

山頂部：安山岩の岩塊 R~《I卿割胴……ﾁｱ室

3

ユユユユ

101010101010I

野間岳周辺の道路で見られる地質現象

場所を右図に示す。

①溶岩と凝灰角れき岩の境界が見られ

る。(Plate8)

②花崗斑岩の露頭：風化して丸くなっ

ている。

③ピン岩の露頭

4
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